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研究成果の概要（和文）： 児童の「学習内容の理解」「メタ認知能力の育成」に関する理論的検討を行った。
さらに，各学習内容に関連するメタ認知能力に関して，先行研究を分析しその様相と指導への示唆を考察した。
以上を踏まえて，算数科の教材研究に必要な「学習内容の理解の視点」「メタ認知能力育成の視点」について考
察した。それに続いて，算数科の教材研究・教師教育に関する理論的・実践的検討を行った。それらの理論的・
実践的成果と課題について考察した。併せて，算数学習における児童の「学習内容の理解」「メタ認知能力の育
成」をめざす教師の教材研究力育成の在り方を検討した。

研究成果の概要（英文）：A theoretical study was conducted on "understanding the contents of 
learning" and "development of metacognitive abilities in children". In that case, we observed and 
analyzed the actual classroom site and considered it from the actual situation of the learning 
guidance. We conducted theoretical and practical research on teaching materials in the Department of
 Mathematics and the Department of Teacher Education. In particular, the Department of Mathematics 
and Mathematics has begun to study the ideal way of researching teaching materials. These 
theoretical and practical outcomes and challenges were discussed. We examined the ideal way to 
develop teacher's teaching material research skills with the aim of "understanding the contents of 
learning" and "fostering children's meta-cognitive skills". Using the above framework, we conducted 
practical tests in teacher training and university classes.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，教師の世代交代が進む現在の学校現場において，若手教師の力量形成を目指して，算数科・数学科教
育における教材研究力の育成にかかわって成果を活用することができる．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

 

算数科の学習指導において，教師は教科書に記載されている問題は容易に解くことができる

が，教科書の「行間をよむ」ことは簡単なことではない。したがって教師には，教材研究をと

おして学習内容の学年間の系統性や児童のつまずきを想定した授業づくりを行う専門的な力量

形成が必要である。しかし算数教育において教材研究とは何か，教材研究力を育成する手立て

は何かといった，教材研究に関する理論的枠組みや方法論はまだ十分に確立されているとは言

えない状況である（渡辺，2013）。 

このように，教材研究に関する研究が難しい原因の一つとして，授業で育てたい児童像が教

師によって多様であることがあげられる。教材研究とは，指導したい学習内容と育てたい児童

の姿を踏まえ，授業においてどのように指導していくか計画して教材をつくりあげる力である。

したがって，児童に育てたい能力が異なれば，教材研究の仕方も異なることから，多様な教材

研究が存在することが，かえって教材研究の仕方をわかりにくくしていると考える。そこで本

研究では，児童に育成する力として「学習内容の理解」と「メタ認知能力」に焦点化した授業

づくりをめざし，教師が教材研究できる力を育成する教師教育プログラムの開発研究を行うこ

ととを目的とする。このような児童の育成に焦点化する理由を以下で述べる。 

近年のグローバル人材育成の観点を持ち出すまでもなく，自律的な学習者を育てることは学

校教育の目的の一つである。小学校算数科の学習指導においても，自律的な学習者として自分

の認知過程を制御できる力である「メタ認知能力」の育成は不可欠である。具体的には，算数

科の問題解決において「自分は何がわからないのか」がわかる力や，自分の問題解決がうまく

いっているかどうかをモニタリングしながら，どのような既習事項や図・式等の数学的表現を

用いて問題を解くかを考える力がメタ認知である。 

 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の目的は，算数学習において「子どもが学習内容を理解できること」ととともに「子

どものメタ認知能力を育成すること」をめざした教師の教材研究力を育成する，教師教育プロ

グラムを開発することである。 

 

 

３．研究の方法 

 

本研究の目的を達成するためには，教師教育学，数学教育内容学，算数・数学教育学の視点

からの取り組みとそれらの総合が必要である。そこで，最近 5 年間を含むこれまでの研究，現

在関心を持っているテーマ等を十分に勘案して，研究組織を構成した。研究分担者はその専門

性を活かして役割を担う。 

 

永田智子：教育工学の立場から教師教育に関する研究，実践的（教師教育プログラム）研

究 

濱中裕明：数学内容学の立場から算数学習内容の理解・教材研究に関する研究，実践的（学



習内容の理解）研究 

川内充延：数学教育学の立場から小・中学校数学の接続・教材研究に関する研究，実践的

（学習内容の理解，教材研究）研究 

加藤久恵（研究代表者）：算数教育学の立場から算数科におけるメタ認知能力育成に関す

る研究と研究の総括 

 

 

４．研究成果 

 

児童の「学習内容の理解」「メタ認知能力の育成」に関する理論的検討を行った。具体的には，

算数科の学習内容の理解についての先行研究をレビューし，算数科の理解研究と各学習内容に

おける数学的概念の構成に関する研究成果から，教材研究の視点を検討した。さらに，各学習

内容に関連するメタ認知能力に関して，先行研究を分析しその様相と指導への示唆を考察した。

それらに際しては，実際の授業場面を観察・分析し，学習指導の実態からも併せて考察をすす

めた。以上を踏まえて，算数科の教材研究に必要な「学習内容の理解の視点」「メタ認知能力育

成の視点」について考察した。 

次に，算数科の教材研究・教師教育に関する理論的・実践的検討を行った。具体的には，教

材研究に関する先行研究を整理した。特に，算数・数学科では授業研究における教材研究のあ

り方が研究され始めている。それらの理論的・実践的成果と課題について考察した。 

さらに，算数学習における児童の「学習内容の理解」「メタ認知能力の育成」をめざす教師の

教材研究力育成の在り方を検討した。具体的には，上記の研究を基に，算数学習において「学

習内容の理解」と「メタ認知能力の育成」をめざす教材研究力の枠組みについて検討した。 

上記の枠組みを用いて，教員研修や大学授業等において，実践的検討を行った。具体的には，

現職教員の自主的研修組織等を活用し，そこでこの枠組みを活かした議論を行うことを通して，

その枠組みの実践的検討の一側面を実施した。 
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